


①山形工業（工業）
②上山明新館
（普通・農業・商業）

③山辺
（食物・福祉・看護）

④寒河江工業（工業）
⑤村山産業
（農業・工業・商業）

⑥新庄神室産業
（農業・工業・商業）

⑦米沢鶴城
（工業・商業）

⑧置賜農業
（農業）

⑨長井工業
（工業）

⑩鶴岡工業（工業）
⑪加茂水産 （水産）
⑫庄内農業（農業）
⑬酒田光陵
（普通・工業・商業・情報）

①山形工業

②上山明新館

③山辺

④寒河江工業

⑤村山産業

⑥新庄神室産業

⑦米沢鶴城

⑧置賜農業

⑨長井工業

⑬酒田光陵

⑩鶴岡工業

⑫庄内農業

⑪加茂水産

画像： 山形県ホームページより引用



地域産学連携コーディネーターによる地域産業界とのマッチング

【コンソーシアムの事業概要】

・各産業高校に自治体、産業界、大学等からなる協議会を設置

・各産業高校の魅力化・特色化に向けた地域連携事業や教育課程に

ついて、協議会において検討する。

・各産業高校において、小中学校との連携を強化し、各産業の担い

手を目指す入学者増を図る。

《申請者の現状》
山形県教育委員会では、令和５年度からの新規事業において、持続可能な地域社会の実現や、産

業系高校教育の充実のため、自治体・産業界・大学等で構成する協議会（コンソーシアム）を産業
系高等学校13校に設置し、地域のニーズを踏まえた教育課程の開発や地域産業界との連携・協働に
よる特色化・魅力化を図ることとした。（コンソーシアムの設置は、R7閉校の新庄南を除く。）
《実施内容》
本事業においては、産業系高等学校14校を拠点校に指定し、コンソーシアムの円滑な運営と地域

産業界との連携強化を図るため、地域産学連携コーディネーターを派遣する。
拠点校における各産業の次世代分野（AI・IoT・ドローン・ロボティクス）の研修や産業現場にお

ける長期研修（インターンシップ）や地域産業界との連携を図る。（新庄南を拠点校に加える。）

《目的》
〇生徒が、地域や社会をフィールドとした学びの中で、技術の進展を肌で感じ、 
学校の学びを社会貢献に活かそうとする意欲を持つ職業人の育成

〇外部人材の活用により、地域との連携・協働による探究型学習の推進
〇地域産業の理解により、県内就職等地元定着や、大学等進学後の県内回帰

《背景》
・中教審答申「新しい時代の高校教育の在り方」
・学校教育法施行規則改正(R4.4.1)
・山形県産業教育審議会答申(R4.10.26)

＜産業教育連携協議会（コンソーシアム）事務局＞
事務局長：各校事務部長（教頭、事務長）
事務局員：市、町各課員、市商工会、学科長等

【産業界】
・商工会議所・企業
・ＪＡ、農業経営者
・市町商工会等

連
携
・
支
援

【自治体】
・県、総合支庁担当課
・市、町教育委員会
・市、町担当部局長

【大学・学校関係者】
・大学教授 ・県立産業技術短期大学校教授等
・校長、同窓会、ＰＴＡ関係者等

《課題》
・コンソーシアムにおける地域産業界との連携強化
・社会や各産業の変化に対応できる人材の育成
・山形の各産業の未来を担う人材の育成（県内定着）
・産業系高校の志願倍率の低下

拠点校：職業に関する学科を設置する全ての山形県立高校１４校

【山形県教育委員会】
・事業運営委員会（年２回）
・地域産学連携コーディネーター
の配置（拠点校へ派遣）

・産業教育連携校会議及び研修会
（シンポジウム）の開催
・成果報告書（デジタル版）発行

【拠点校（山形県立産業系高校1４校）】
・次世代産業人材育成研修プログラム
①次世代分野（AI･IoT･UAV・ロボティクス）研修

拠点校において、次世代分野のスペシャリストに 
よる授業・研修の実施

②次世代産業分野長期研修（インターンシップ）
産業現場における長期研修において、地域産業の
次世代を担う人材の育成を図る。 

令和７年度 マイスター・ハイスクール普及促進事業（連携体制強化型）



地域産学連携コーディネーターによる地域産業界とのマッチング

【コンソーシアムの事業概要】
・各産業高校に自治体、産業界、大学等からなる協議会
を設置
・自治体・企業等と連携した共同研究等の実施
・小中学校との連携を強化し、各産業の担い手を目指す
入学者増を図る。

＜産業教育連携協議会（コンソーシアム）事務局＞
事務局長：各校事務部長（教頭、事務長）
事務局員：市、町各課員、市商工会、学科長等

【産業界】
・商工会議所・企業
・ＪＡ、農業経営者
・市町商工会等

連
携
・
支
援

【自治体】
・県、総合支庁担当課
・市、町教育委員会
・市、町担当部局長

【大学・学校関係者】
・大学教授 ・県立産業技術短期大学校教授等
・校長、同窓会、ＰＴＡ関係者等

拠点校：職業に関する学科を設置する全ての山形県立高校

【山形県教育委員会】

・事業運営委員会（年２回）
・地域産学連携コーディネーターの
配置（拠点校へ派遣）
・産業教育連携シンポジウムの開催
・成果報告書（デジタル版）発行

【拠点校（山形県立産業系高校14校）】
・次世代産業人材育成研修プログラム
①次世代分野（AI･IoT･UAV)研修

拠点校において、次世代分野のスペシャリ
ストによる授業・研修の実施
②次世代産業分野研修（インターンシップ）

産業現場における長期研修において、地域
産業の次世代を担う人材の育成を図る。 

令和７年度 マイスター・ハイスクール普及促進事業（連携体制強化型）



⑵ 地域連携産学コーディネーターの派遣
〇コーディネーターの役割
①産業教育連携協議会における地域と学校の連携促進
に関連する指導・助言
②インターンシップ、地域連携に係るマッチング、巡
回や企業への助言業務
③拠点校の学習成果発表会等における指導・助言
④外部との連絡調整、連携強化、大学や自治体、企業
等の新たな連携先の開拓

１ 山形県教育委員会の取組み

⑴ 事業運営委員会
委員長：山形大学理学部教授 栗山 恭直 氏
                           （山形工業高校 連携協議会会長）
委 員：上山市副市長 鈴木 英夫 氏

                             （上山明新館高校 携協議会会長）
委 員：東北ハム株式会社代表取締役 帯谷 伸一 氏

                             （鶴岡工業高校 連携協議会会長）
委 員：県立産業技術短期大学校校長 佐藤 俊一 氏

                             （山形県産業教育審議会委員）
委 員：県立山形工業高等学校校長 安部 康典 氏

                             （山形県高校産業教育連盟会長）



山形県 地域産学連携コーディネーター
所属・役職等 氏名 地域 概 要

１

carriere×mikke！代表
キャリアカウンセラー

国家資格
キャリアコンサルタント
キャリアコンサルティング技能士２級

山形大学非常勤講師
（キャリア形成論演習）

平成29年〜 令和4年

山形県産業教育審議会委員

令和4年〜 現在 

山形県産業構造審議会委員

令和 5年〜 現在    

山形県若年女性県内就職・定着促進協

議会委員

浅野 えみ
村山

(内陸)

山形市出身、リクルートグループ入社後、子育てを
機に山形へUターン。
大学・高校への就職支援や、働く「若者・女性」を
メインにキャリア支援を行う。企業の教育顧問とし
ても従事
人のキャリアに関わり24年。相談実績２万人以上。
セミナー実績１千回

●専門（得意）分野
〇学生支援
・就職セミナー・キャリアカウンセリング
・探究学習支援・キャリア教育
〇企業支援
〇経営者・管理職
・伴走支援

あさの

所属・役職等 氏名 地域 概 要

４

合同会社

work life shift代表

山形県総合政策審議会委員

山形県若年女性県内就職定着促進協議

会委員

鶴岡市総合計画審議会 

産業専門委員

鶴岡中央高校学校評議員

鶴岡工業高校学校評議員

伊藤 麻衣子 庄内

名古屋市出身、大手電機メーカーを経て鶴岡市へ移住。
学生のキャリア教育に関わりながら、インターンシップ
のコーディネーターとしても活動し、学生のサポートだ
けではなく、企業の組織開発や採用サポートなども行っ
ている。
●専門（得意）分野・実績
〇高校教育
・インターンシッププログラム企画運営
〇自治体事業
・鶴岡市：採用力アップセミナー
〇企業
・インターンシッププログラム企画運営
〇個人
・コーチング面談・起業支援
〇その他
・大学生向け長期インターンシップ

いとう まいこ



所属・役職等 氏名 地域 概 要

２

株式会社ローカル・インキュ

ベート代表取締役

第７次山形県教育振興計画検討

委員

村山産業高校学校運営協議会委

員

末永 玲於
村山

最上

富山県出身、村山市で関係人口創出事業に

携わり、大学在学中に起業

●専門（得意）分野

・起業支援

・空き店舗/空き家活用

・観光振興

・関係人口創出

・地域共創の拠点づくり

・デジタルシティプロモーション

すえなが れお

所属・役職等 氏名 地域 概 要

３

株式会社山のむこう

代表取締役社長

山形県産業教育審議会委員
大垣 敬寛

置賜

村山

横浜市出身、南陽市地域おこし協力隊とし

て移住、探究教室ESTEM、カフェ等を経営

●専門（得意）分野

〇企業との探究学習

・カプセルトイを用いた商品企画販売

・モンテディオとのマーケティング探究

〇その他探究学習

・国際交流・映画制作・アスリート連携・

地域の歴史・宇宙・科学など様々な専門家

との探究の実施

〇ICT活用

・端末の活用サポート

・学校の端末を活用したDX化サポート

〇その他

・カフェ経営・アプリ開発

おおがき たかひろ



⑶ 地域産学連携シンポジウムの開催
〇産業教育連携協議会による地域産業界との連携状況について情報
交換や地域連携の先進県、先進校等の取組を学ぶ研修会を開催する。

⑷ 成果報告書（デジタル版）の発行
〇各校の取組も成果報告書にて記載し、事業成果について県内外に
共有する。



次世代分野（AI･IoT･UAV・ロボティクス）研修
《農業分野》

農業用ドローンの圃場での実習等（上山明新館高校）

２ 各産業系高校の取組み



《工業分野》

測量用ＵＡＶの技術実習、大学教授による人工知能（ＡＩ）の学習等
（左：山形工業高校 右：寒河江工業高校）

次世代分野（AI･IoT･UAV・ロボティクス）研修



《看護分野》

地域の医療・看護の課題を解決していくために、生成ＡＩをどのように活用するかを
考えるワークショップ（山辺高校）

次世代分野（AI･IoT･UAV・ロボティクス）研修



《農業分野》

東北農林専門職大学や山形大学農学部、食品製造工場や農場での体験講義、実習等
（左：庄内農業高校 右：新庄神室産業高校）

次世代分野産業現場実習（授業）・次世代分野長期インターンシップ



《工業分野》

製品の製造から検査、測定、改善会議までの企業活動の体験、地域企業の現場体験
（左：村山産業高校 右：寒河江工業高校）

次世代分野産業現場実習（授業）・次世代分野長期インターンシップ



《商業分野》

観光ビジネス体験学習、道の駅、地元企業での実習による地域魅力体験学習等
（左：新庄南高校 右：新庄神室産業高校）

次世代分野産業現場実習（授業）・次世代分野長期インターンシップ



AI・IoT・ドローン・ロボティクスへの興味・関心はどうなりましたか？

専門分野（建築・土木）の講話を聞いて学んだことを2つ挙げてください。

〇次世代分野（AI・IoT・ドローン・ロボティクス）研修

令和６年度
生徒事後評価で「興味・関心」、「役割」、 「必要性」に関して70～80％

が「聞いて高まった」に変容した。

令和７年度
７７％が興味・関心に対して「聞いて高まった」「高いまま」
昨年度に引き続き良好な状況

〇次世代分野（建築・土木）研修

令和６年度
生徒事後評価で「興味・関心」、「役割」に関する70～80％が「聞いて

高まった」に変容した。「聞く前も後も高いまま」と合わせると、90％以
上となった。

令和７年度
８９％が「聞いて高まった」「高いまま」と、引き続き良好な状況

講話を聞いて、「社会人としての生き方」を学んだ生徒
令和６年度27.9％ → 令和７年度３６％

将来のキャリアプランを具体化する効果

61%
16%

1%
2%

20%
聞いて高まった

聞く前も後も高いまま

聞いて低くなった

聞く前も後も低いまま

聞く聞かないに関わらず高くも低くもない

0 5 10 15 20 25 30 35 40

高校生活の大切さ
専門的な技術（資格等）
自分の将来の職業選択

建設業の社会で果たす役割
働くことの意義

社会人としての生き方

評価分析

自由記述の一部
・失敗を恐れずに挑戦する
・AIやドローン等の技術は目覚ましく向上しており、将来的に重宝される技術である
事を改めて学習した。またこのような分野に対する知識をつけ、その知識を活用し思
考することは、幅広い機械の構造の理解に繋がると感じた。

３ 次世代産業人材育成研修プログラム 生徒評価結果（12月現在）



産業現場実習により、自分が所属する学科の専門分野に対する興味・
関心はどうなりましたか

長期インターンシップでコミュニケーション能力や協調性は向上したと
思いますか

〇産業現場実習

令和６年度
「興味・関心」「自学科の社会での役割の理解」に関して「実習をとおし

て高まった」と回答し、実習により70～80％が興味・関心を高めること
ができた。

令和７年度
８５％が興味・関心に対して「聞いて高まった」「高いまま」
74.3％が低学年での実施 ⇒ 高い興味・関心のなか、意欲的に専門

的な知識や技能を学ぶ

〇長期インターンシップ

令和６年度
「キャリア設計に役立ったか」、「実践的な技能が身についたか」、「コ

ミュニケーション能力や協調性が身についたか」、「社会人としてのルー
ルが身についたか」でほぼ100％が身に付いた、高まったと回答。

令和７年度
９１％～１００％が「身についた」「向上した」と、引き続き良好な状況

インターンシップの経験は将来設計やキャリア設計に役立ちましたか
１００％が「役立った」と回答

評価分析

41%

53%

6%

著しく向上した
向上した
変化なし

68%
17%

1% 14%

実習をとおして高まった

実習をする前も後も高いまま

実習をする前も後も低いまま

実習に関わらず高くも低くもない



実習の前後で生徒は実践力ある高度な技術は身につけることはできましたか

実習の前後で生徒のコミュニケーション能力や協調性に向上が見られましたか

令和６年度
「実践的な技能が身についたか」、「コミュニケーション能力や協調性が

身についたか」、「社会人としてのルールが身についたか」で９０％が身
についたと回答。

令和７年度
８９％が高度な技術を「十分身についた」「身についたと」
８６％がコミュニケーション能力が「著しく向上した」「向上した」
一方、１１％「身につかなかった」

１４％「変化なし」
⇒期間の短さや、職場体験中心になってしまった可能性

令和６年度
事業所側のメリットとして、「高校や高校生と関係が構築できること」

や「高校生の考え方が分かった」が上位を占めた。

令和７年度
上位に、「高校生と地域との関係を築くことができた」
・地域社会への理解の深まり
・地域企業への知識を深め、地元での進路を選択する機会が広がる

評価分析

22%

28%

39%

11%
十分身に付いた

身に付いた

ある程度身に付いた

身に付かなかった

22%

64%

14%

著しく向上した
向上した
変化なし

本事業への参加により御社にとってどのような利点がありましたか

0 5 10 15 20 25

その他
高校生を採用する参考となった。

高校との間に関係が築けた。
高校生の考え方がわかった。

高校生と地域との関係を築くことができた。
自社の業務の再認識に繋がった。

社員の士気の向上など職場が活性化した。

４ 次世代産業人材育成研修プログラム 産業界評価結果（12月現在）



令和７年度 産業系高校フューチャープロジェクト取組状況

連携協議会長 地域、企業、大学等との連携 小、中学校等との連携 学校の魅力発信 令和６年度主な取組

1 山 形
   工 業

山形大学理学部
教授
栗山 恭直 氏

・蔵王温泉イノベーション計画（蔵王
関連アプリ、キーホルダー製作、期間
限定ミニ四駆体験ブースの設置）
・山形大学と連携した「リアルメタバ
ース研究所」

・小中学生対象「ものづくり体
験教室」
・小学校への出前授業（山形市
・天童市）
・小中学生対象「プログラミン
グ教室」

・学校説明会の充実（全面広
告等）
・ホームページやSNS等を活
用した情報発信、CMの制作や
各種メディア活用

・地域企業62社の協力を
受けて、４ページの全面
広告
・学校見学会706名、体験
教室約300名

2 上 山 明 
新 館

上山市 副市長
鈴木 英夫 氏

・明新館夢未来計画と称し、プロジェ
クト学習、普通科の総合的な探究の時
間等における活動を支援
・地元食材を使用した人気スイーツの
開発

・放課後児童教室における花育
教室を実施
・探究学習の成果等について、
市教委と連携し、小中学校の教
育活動に還元する。

・学校公開日、部活動体験会
、中学生一日体験入学、個別
相談会の拡充
・学校PVの制作、HPやインス
タの活用

・エディブルフラワーの
栽培や分析
・デジタルプロモーショ
ンとＳＮＳ等を活用した
発信

3 山 辺
飛塚塗装
代表取締役
飛塚 武 氏

・高齢者対象「ふくしかカフェ」の実
施
・町政70周年記念行事にて商品販売・
まるごとフェスティバル参加

・中学校訪問とＰＲ活動
・小中学校、特別支援学校との
交流
・中学校や専門高校とのコラボ
企画

・オープンスクールで充実し
た実践活動を通して本校の魅
力を実感してもらう
・生徒会を中心としたSNSに
よる発信

・高校生レストランの定
期開催化
・うまいっしょ甲子園全
国大会出場、料理コンテ
ストで全国優秀賞

4 寒 河 江  
工 業

那須電機株式会社
代表取締役
那須 重義 氏

・産学連携による海ごみ回収ロボット
の研究
・寒河江市商工会青年部との連携
・寒河江市次世代子育てステーション
との連携

・発明クラブとの連携（学校祭
見学）
・寒河江市立小学校でのものづ
くり教室
・学校チラシの中学３年生教室
への配付

・学校インスタグラムの充実
・街かどテレビによる学校広
告放映
・学校チラシ作成と配付

・地域向け新校舎見学会
約200名、市内中学３年生
向け見学会約120名参加
・発明クラブとの連携

5 村 山
   産 業

（株）otias代表
取締役社長
齋藤 伸治 氏

・農工連携カーボンニュートラルチャ
レンジ
・全日本製造業コマ大戦むらさん場所
の開催
・地域と連携したPR活動、外部人材の
活用

・中学生、保護者向け学校説明
会の充実
・入学者の動向調査の実施と分
析

・広報活動レベルアッププロ
ジェクトにより、ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ，
ＨＰ等の刷新
・地元地域ＰＲ活動に関する
地域との連携

・村山市、企業等と連携
し、村山市PR動画を制作
・複合施設に高校のブー
スを設置

6 新 庄
神 室

（株）山形メタル
代表取締役
庄司 正人 氏

・行政、企業と連携したスマート農業
、商品開発学習
・地域人材育成に向けた行政、産業界
、大学教授等の各種講演会の実施

・小中連携事業（公開講座及び
出前授業等の体験活動）の実施
、充実

・PRポスター、ノベルティグ
ッズの製作
・HP､X､Instagramなどによる
タイムリーな情報発信

・ミチノクヒメユリに関
する研究
・公開講座およ出前授業
のなどの体験活動の実施



連携協議会長 地域企業、大学等との連携・共同研究 小、中学校等との連携 学校の魅力発信 令和６年度主な取組

7 米 沢
鶴 城

山形大学工学部
副学部長
野々村 美宗 氏

・米沢市と連携したゼロエミッションの
実施
・大学や自治体、企業等と連携した探究
学習
・工業、商業の研究活動の推進

・ものづくり教室や防災・減災
の学習を通した学校間交流の実
施
・暑さを考慮し、夏休み以外の
説明会開催

・HP、ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ、ﾉﾍﾞﾙﾃｨの有
効活用
・生徒会を巻き込んだ
InstagramなどのSNSの有効活
用

・小中学校出前授業、学
校説明会参加者延べ414名
・閉校記念品販売

8 置 賜
農 業

体育文化後援会長
・川西町議会議員
鈴木 孝之 氏

・産官学連携による地域農業課題解決学
習の充実
・専門職大、農林大学校、先進農家訪問
研修
・地域人材を活用した農業学習の充実

・地区全ての中学3年への広報活
動の実施
・小中学生を対象とした「いの
ち」を学ぶ出前授業、体験学習
の実施

・植花活動を通した地域と学
校を結ぶ活動（おせっかいな
花屋さんプロジェクト）

・スクールビュー導入に
よるHPのリニューアル
・ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰを活用した
ダリア生産

9 長 井
工 業

体育文化後援会長
・(株)ﾗｲﾌｽﾃｰｼｮﾝ代
表取締役 高石
一夫 氏

・農業生産の工業化（複数企業との共同
研究）
・地域企業研修の実施（午前：企業見学
、午後：パネルディスカッション）

・白鷹、長井中学生対象の説明
会・見学会
・全校課題研究発表会に長井市
内中学2年生、徐元企業関係者等
を招待（長井市民会館）

・SNS等の充実（Instagram開
設）
・県外生受入れに向けた諸活
動

・小中学生への体験学習
会後のｱﾝｹｰﾄでは、工業へ
の興味向上が81%
・研究発表会を中学生も
招き開催

1 0 鶴 岡
工 業

（株）東北ハム
代表取締役社長
帯谷 伸一 氏

・「新たな産業を創ろう」起業家精神プ
ロジェクト
・「工業を活かして地域貢献しよう」プ
ロジェクト
・鶴工メタバースチャレンジ塾 地元鶴
岡の魅力発信

・体験入学、部活動見学会の充
実
（課題研究等の研究成果の積極
的な発信）

・HPやﾏｽﾒﾃﾞｨｱ活用の情報発
信
・受検者増を狙った学校紹介
制作

・探究学習の地域連携が
一層推進
・本校舎をモチーフにし
メタバース空間の制作

1 1 加 茂
水 産

山形県水産研究所
長
本登 渉 氏

・地域海洋水産に関連する課題解決研究
の地域連携（カキ養殖、低利用魚、藻場
造成法、加茂水族館）
・各系列ごとの産業教育魅力企画バスツ
アーの実施

・生徒による中学校訪問、説明
会の実施
・実習内容や乗船体験を踏まえ
た体験活動を実施

・県外生バスツアー受入れ
・公式SNSの活用やメディア
をはじめ、様々な機会をとら
え、本校の魅力を情報発信

・地元のイベントや大会
に参加
・体験活動、学校見学の
受け入れ
・鳥海丸体験航海・他

1 2 庄 内
 農 業

庄内農業高校同窓
会長
齋藤 隆 氏

・地域飲食店と連携した「庄農うどん大
作戦」
・山大農、地域産業高校と連携した共同
研究（ｱｲｶﾞﾓﾛﾎﾞｯﾄ、加工品試食会の開催
等）

・体験入学、オープンキャンパ
スの充実
・幼稚園との連携（田植えとロ
ボットかるがも農法体験）

・３本目のﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝﾋﾞﾃﾞｵ制
作
・HPやSNS等の効果的な活用
（生徒と教員の協働による情
報発信）

・山大農学部との連携強
化（ｽﾏｰﾄﾃﾛﾜｰﾙ事業、ｱﾒﾘｶ
ﾐｽﾞｱﾌﾞの研究）
・専門家と連携した学校
PRPVの制作

1 3 酒 田
光 陵

学校運営協議会会
長
守屋 裕孝 氏

・酒田アート船箪笥制作の継続と公開
・学校紹介の動画制作と公開
・飛島保全プロジェクト

・入学者選抜要項説明会（中学
校教員対象）
・小学校出前授業「建設業の役
割を豪雨災害から学ぶ

・学校紹介動画制作
・SNS等効果的な情報発信の
在り方の研究

・YouTuberとのｺﾗﾎﾞPV
・小学生学校訪問…8校
・酒田船箪笥プロジェク
ト:完成



５ 今後について







ご清聴いただき、ありがとうございました。
この後は、山形県立村山産業高等学校の事例について発表します。



令和７年度マイスター・ハイスクール事業及び
マイスター・ハイスクール普及促進事業成果発表会

山形県立村山産業高等学校

24

発表資料

令和８年１月３０日(金)



山形県立村山産業高等学校における
「魅力ある県立高校づくり推進事業～フューチャープロジェクトの取組～」

本県では、令和５年度から、全ての県立産業系高校（14校）に、自治体・産業
界・大学等で構成する協議会（コンソーシアム）を設置して、地域のニーズを踏ま
えた教育課程の開発や地域産業界との連携・協働による特色化・魅力化に取り組ん
できた。
本校は、平成26年度に農業・工業・商業の三学科を設置する産業系高校として創

立以来、地域を学びのフィールドにして、自治体・産業界・高等教育機関等との連
携を重視した教育活動に取り組んできたが、「フーチャープロジェクト事業」への
取り組みの成果として、本校の自治体・産業界・高等教育機関と連携した活動は、
質量ともに一層の充実が図られており、本校が目指す「社会に開かれた教育課程の
充実」や「特色化・魅力化の推進」にとっては、大きな貢献を果たしているといえ
る。
これまでの成果や課題を整理しながら、今後の展望についてまとめてみたい。
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本校における

これまでの取組と成果
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自治体・産業界との連携協定

・村山市(R5.9月)
・㈱三和測量技術コンサルタント(R7.5月)
・㈱Vantech(R7.9月)
・㈱アスク ㈱六歌仙(R712月)  etc.

27

連携（協定締結）の推進



高等教育機関（大学等）との連携協定

・東北農林専門職大学(R6.9月)
・ 〃 附属農林大学校
・山形大学農学部(R7.7月)

28

連携（協定締結）の推進

※農学および農業教育の発展や、高校
生の進学意識の醸成を目的に協定



サテライト施設 楯岡商店街「Sun+nane」の設置【全学科連携】

● 三和技術コンサルタント
よりSun+naneにスペース
の提供を受ける。

● 交流イベントなどを実施

● 無人販売機を山本製作所
および不二工業より寄贈。
野菜販売に活用。
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各学科の取組（活動紹介）



各種研究発表会での成果【農業科】

・地域課題の解決を目指して、大学 等
との連携を活かした研究活動の 成果
が顕著となっている。

・国外（シンガポール）研究大会へ の出
場権を得る等、活動の内容が 向上して
いる。
・英語でのプレゼンテーションや質
疑応答等、国内外の生徒との交流 が
広がっている。

各学科の取組（活動紹介）
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「花ひかりプロジェクト」酒米栽培・醸造（六歌仙）ノベルティ作成【全学科連携】

本校の前身村山農業高校が開発した
酒米「山酒4号」【山田錦】x【金門錦】を、㈱

六歌仙が心を込めて醸造して完成する
吟醸酒。酒米の育成を農業科、ラベル
デザインを商業科、ノベルティの作成を
工業科で行った、まさに本校の生徒全

員で連携・協力して作りあげられたお
酒です。
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各学科の取組（活動紹介）



再生可能エネルギーの活用、普及への取り組み【農工連携】
「光・フューチャープロジェクト」

● 農業における太陽光発
電の活用についてエコ
カップやまがたで発表
し、入賞。

● 山形県のカーボン
ニュートラル大使に認
定された。

32

各学科の取組（活動紹介）



全日本コマ大戦ムラサン場所の開催【工業科】

・「コマ大戦」は全国の中小製造業が
作成したコマを持ち寄り、土俵上で
一対一で戦い、技術を競い合うイベ
ント。本校ではフューチャープロジ
ェクトの一環として行い、ものづく
りに対する興味・関心の育成、地元
企業との連携、地域住民へのＰＲ等
を目的に開催。
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各学科の取組（活動紹介）



地域自治体や産業界との各種連携事業【商業科】

・村山市の観光検定
「むらやマスター検定」を製作。

・地域商店街と連携した企画や   
 商品等の開発および販売等。

34

各学科の取組（活動紹介）



中学生向け学校説明会の開催

35

● 授業見学やオープン・スクール
（説明会）の開催。

● ナイト・オープン・スクールを開催
して、保護者等も参加しやすい説
明会を実施。

志願者確保への取組（活動紹介）志願者確保への取組（活動紹介）
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志願者確保への取組（活動紹介）

地域みらい留学（県外志願者募集活動）

・自治体の理解と協力を得て、
「地域みらい留学」募集活動に参加。

・本県の県外志願者募集事業を活用した
「県外志願者向けバスツアー」の受け
入れや、校内のイベント（マルシェや
学校祭等）における説明会の実施。



まとめ

課題と今後の展望

37

【課題】
令和５年度にスタートした本県の「フーチャープロジェクト事業」は、本年度

が事業の最終年度となっている。次年度以降は各校で自走による事業展開が予定
されているが、本校としては、これまでの事業における成果を踏まえながら、本
校の特色化や魅力化を一層推進していくためにも、「継続」が必要な事業である
と認識している。次年度以降も、予算面での支援が得られることを期待している。

【展望】
産業系高校では、志願者が定員を満たさない状況が数多くみられる。今後も生

徒数の減少が続く状況は明らかではあるが、一人でも多く志願者を確保していけ
るように、各種広報活動の充実に努めていかなければならない。
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